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pdasb umbats bpsb batsb dapaatsb bftsb datpaadaum bgaatb fdaaakb daqar bqaasb sand
プダ国は雑多な集まりで、ブプ国・ブアツ国・ダプアアト国・ブフト国は表向きは交易の家
だった。霧の多い国は、良い小ささが幾らか維持され、自立地のブクアア国の国土だった。

bfair and dafttsb daqaumb sand nadaqtsb dafar ar daumsb daftsb kaizi daqtb fdasb sand
新しい場所であるがダフツツ国は自立国民の国土だった。ナダクト国は豊かな土地で、土地は
ダウム国・ダフト国で、後にアイジーで自立国としたフダ国の国土となった。

bfaatb qtdasb aadaqasb aadafaum daqaumbasb batpb nadaqar dafb
新しい国のクツダ国・アアダクア国には幾らか豊かな希望があった。ダクアウムブア国は
多くの流れ者で無自立地を争った。争いの無いブアツ国・アアツ国には可能性が集まった。

bsand aaqab aasaum daumar aaqasb aasdasb far aaazi qtsb sand bqanr baqaaagb
決まった事だが幾らかの地震で幾らかの指導者の家や土地が、アアクア国・アアスダ国と
なった。良い土地は幾らか可能で、クツ国の国土は古い蓄えで地方を指導した。

umdasand batsb nadaqtsb aasb daqtsb sbqaumb sand aatsb daqttsb kar air fab
様々に争ったブアツト国・ナダクト国・アア国・ダクト国は国が少ない国民の国土だった。
アアト国・ダクツツ国は後に土地の場所が遠い人になった。

fdaranr aaar batsb daumand nadaftsb battsb nadaqaumsb nadaqtsb sair aadasb fatbzi
良い農地の蓄えは幾らかの土地にあり、ブアツ国は家ではあったが、ナダフト国・
ブアツツ国・、ナダクアウム国・ナダクツ国で、日光はアアダ国にあり、遠い国に成った。

saatsb aattqb sazi aats umaatsb aatsb daqttsaabab nadaqttsb aafasar dar aiqab
スアアト国に生まれた人を加え集められ纏めてウムアアト国・アアツ国になった。
統治された様々な領土にナダクツツ国の地元のボスが加わり農地は僅かに奮い立った。

bfttsb batsb aatqasb aaftsb saizi
ブフツツ国・ブアツ国・アアトクア国・アアフト国に集まりが僅かにできた。

batdaum ar aatb daqand saizi dafb dazi
多くの家の土地に人が増え、できた集まりの僅な物を争うのが仕事だった。

fdaumbatb daftsb aadapatdas dafb sazi
良い家は変化し、ダフト国は他を切り離した出入りで争いをまとめられた。

sair aumb aasazi aafab aasazi
日光で人々は留まる事ができ、合流し留まれた。

bqar aatsb
古い土地はアアト国になった。


